
神
戸
具
象
彫
刻
大
賞
展
田

彫
刻
の
あ
る
街
神
戸
の

具
象
彫
刻
へ
の
試
み

上右/ 挨拶する宮崎市長上左/ 本間選考委員長下右/ 主催者側によるテーブカット下左/ 表彰状を受ける大賞受賞の高田大さん

近
畿
在
住
作
家
を
対
象
に
一
昨
年
開

催
さ
れ
た
「
神
戸
新
進
彫
刻
家
の
道
大

賞
展
」
が
今
年
か
ら
全
国
的
規
模
の
野

外
彫
刻
公
募
展
に
拡
大
さ
れ
、
「
神
戸
具

象
彫
刻
大
賞
展
」
と
し
て
神
戸
市
、
読

売
新
聞
社
、
読
売
テ
レ
ビ
放
送
主
催
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。
応
募
作
品
は
全
国
か

ら
測
点
集
ま
り
、
そ
の
う
ち
犯
点
が
入

選
し
た
。

皿
月
１
日
（
土
）
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

南
公
園
駅
前
広
場
で
同
展
の
開
会
式
お

よ
び
受
賞
者
の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
た
。

上
位
受
賞
者
は
、
大
賞
（
神
戸
市
長
賞
）

の
高
田
大
さ
ん
、
都
市
公
園
賞
の
小
田

信
夫
さ
ん
、
読
売
賞
の
高
野
佳
昌
さ
ん

の
３
氏
。

選
考
委
員
長
の
本
間
正
義
氏
（
埼
玉

県
立
近
代
美
術
館
長
）
は
、
今
回
の
彫

刻
展
を
総
括
し
て
「
具
象
彫
刻
は
抽
象

に
お
さ
れ
気
味
の
傾
向
が
あ
る
た
め
、

特
に
対
象
を
具
象
に
限
定
し
た
同
展
は

極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
し
て
評
価

で
き
る
。
選
考
方
法
も
、
従
来
の
よ
う

に
マ
ヶ
ッ
ト
や
写
真
な
ど
で
候
補
を
し

ぼ
る
の
で
は
な
く
、
い
き
な
り
本
体
を

も
ち
こ
み
、
じ
か
に
審
査
を
行
う
な
ど

主
催
者
側
の
展
覧
会
に
対
す
る
意
気
込

み
が
う
か
が
わ
れ
た
」
と
満
足
気
。
宮

崎
辰
雄
神
戸
市
長
も
、
「
こ
の
神
戸
で
の

展
覧
会
が
日
本
の
彫
刻
家
の
登
龍
門
と

な
り
、
ま
す
ま
す
文
化
の
香
り
高
い
街

に
な
る
よ
う
に
」
と
語
っ
た
。
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都市公園賞、小田信夫さんと作品｢ 将軍」

病些

?Ｘ

則‘患

鍛
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Ｅ酉

「
殺
人
や
サ
ス
ペ
ン
ス
物
が
横
行
す
る
テ
レ
ビ
界
だ
け
に
、
青
春

ド
ラ
マ
を
作
り
た
か
っ
た
。
以
前
、
一
緒
に
仕
事
を
し
た
村
松
さ

ん
に
脚
本
を
お
願
い
し
た
ら
、
快
よ
く
引
き
う
け
て
く
れ
ま
し
た
」

と
快
調
に
撮
影
が
進
む
傍
ら
で
、
毎
日
放
送
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

御
藤
良
基
さ
ん
は
自
信
の
ほ
ど
を
語
る
。

、
月
配
日
（
土
）
の
午
後
ｎ
時
如
分
か
ら
１
時
間
に
わ
た
っ
て

毎
日
放
送
で
放
映
さ
れ
る
「
神
戸
っ
子
純
情
」
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

現
場
を
訪
ね
た
。
同
ド
ラ
マ
の
脚
本
は
作
家
の
村
松
友
視
氏
。

今
や
「
都
会
小
説
」
で
独
自
の
作
風
を
築
き
つ
つ
あ
る
氏
の
書
き

ｂ
毎
一
巷
噌１

１『．

固くノ

頃

鹿
一
一
一
劇
》
細
流

制

期
一

日
参

一
二

卵
司

町
態
一
国
‐
，
画

』
毒
戻
す

ｆ
Ｉ
ｕ
Ｌ

１．

§!‘
空

一堂ｊＪ
Ｕ１ｉ常茜 倶

一
涙
曲 毎

日
放
送
製
作
ド
ラ
マ
「
神
戸
っ
子
純
情
」

村
松
友
視
氏
脚
本
の

神
戸
が
主
役
の
ド
ラ
マ
デ
ス
．

『
鼻

【‐し

下
ろ
し
脚
本
だ
け
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
熱
気
も
す
ご
い
。

主
演
は
、
現
代
女
性
の
シ
ラ
ヶ
と
お
色
気
で
若
者
に
人
気
の
中

村
れ
い
子
と
、
常
に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
匂
い
を
放
つ
素
名
正
博

（
桑
名
将
大
を
改
名
）
・
村
松
氏
を
含
め
て
の
三
者
の
ス
ク
ラ
ン

ブ
ル
は
紘
怪
し
い
者
た
ち
が
た
ま
た
ま
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
し
ま
っ

た
〃
よ
う
な
奇
妙
な
興
奮
を
か
き
た
て
る
。

ユ
リ
子
（
中
村
）
は
神
戸
を
取
材
し
に
き
た
東
京
の
編
集
者
。

神
戸
に
住
む
友
達
の
雪
子
（
白
石
恭
子
）
と
、
雪
子
の
ボ
ー
イ
フ

レ
ン
ド
た
ち
の
案
内
で
神
戸
を
見
て
ま
わ
る
。
そ
の
ポ
ー
イ
フ
レ

霧門

ﾘ歪に雷雨i f ､ 凡毒而韮藍r 展T 塞涯垣( i 鰹謹０，御宝ｊＮ

霞Ｉ

、
丙
哉

写
Ｌ
、

壷

‘ａ
虻再 4

運
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吋目丙壬Ｌ
寺
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一
陽
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鰯

曙
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平日

悪

弱副
一

触
匡
匡 昂AFつM鋤姪

哉

■碩可H

駐ｉ

斜’薯

，一
割■

零竜
．←_ j 書

言誇
挺毒‘

宝酒蒙(左

!‘唾@穆画添彪

鐸講
割け

蝉”
’？謹
上，哩

豊;j－，

ン
ド
の
一
人
に
、
雪
子
の
恋
人
で
デ
ィ
ス
コ
の
Ｄ
Ｊ
を
し
て
い
る

ア
キ
オ
（
素
名
）
が
い
た
。
ユ
リ
子
と
．
ア
キ
オ
は
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
魅
か
れ
て
い
く
。
し
か
し
ユ
リ
子
は
、
雪
子
が
深
い
哀

し
み
に
沈
ん
で
い
る
こ
と
を
悟
り
、
ア
キ
オ
に
あ
え
て
神
戸
の
悪

口
を
言
う
こ
と
で
彼
の
前
か
ら
去
っ
た
の
だ
っ
た
１
．
恋
か
、

女
の
友
情
か
。
村
松
ド
ラ
マ
は
元
町
高
架
下
、
福
原
、
メ
リ
ケ
ン

●
■
●

波
止
場
と
い
っ
た
神
戸
く
さ
い
舞
台
を
背
景
に
ド
ラ
マ
を
展
開
さ

せ
て
い
く
。
「
東
京
人
の
役
だ
か
ら
素
直
に
演
じ
ら
れ
ま
す
」
（
中

村
）
や
「
演
技
は
ス
タ
ッ
フ
任
せ
。
自
然
流
で
す
ワ
」
（
・
乗
名
）
の

言
葉
以
上
に
「
こ
ん
な
所
で
ド
ラ
マ
撮
影
の
覚
え
は
な
い
な
あ
」

と
い
ぶ
か
し
が
る
元
町
高
架
下
の
商
店
主
の
つ
ぶ
や
き
に
、
村
松

ド
ラ
マ
の
テ
ー
マ
が
隠
さ
れ
て
い
る
気
も
し
た
。

L
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日
の
総
会
や
バ
ス
旅
行
、
セ
ミ
ナ
ー
等

/一〈(3‘J;･圃総く8>"先輩，"後輩，'は言いつこなしよ／、
。蕊奪

一一

ｂ

和
気
あ
い
あ
い
。
こ
の
日
も
秋
の
バ
ザ

縦
・
横
の
つ
な
が
り
が
良
く
、
い
つ
も

学
園
の
同
窓
会
〃
友
松
会
″
の
献
身
的

会
を
開
こ
う
と
い
つ
も
の
花
銀
で
集
合

れ
て
十
五
年
の
小
川
梢
先
生
を
中
心
に

な
幹
部
の
皆
さ
ん
で
す
。
会
長
に
就
か

各
行
事
に
よ
く
動
い
て
下
さ
っ
て
大
助

先
生
。
二
万
七
千
人
の
同
窓
会
員
を
取

く
お
付
き
合
い
し
て
い
ま
す
」
と
小
川

ｌ
を
控
え
て
連
日
大
忙
し
の
中
、
慰
労

加
納
町
３
丁
目
交
差
点
東
「
海
皇
」
前

大
西
パ
ー
キ
ン
グ
駐
車
無
料

時
間
制
限
な
く
、
ゆ
づ
く
り
寛
い
で
頂
き

か
り
。
先
輩
、
後
輩
を
意
識
せ
ず
楽
し

「
皆
さ
ん
、
奉
仕
精
神
が
旺
盛
で
、
五

で
す
。

り
仕
き
る
頼
も
し
い
女
性
達
で
す
。

壷
０
７
８
．
２
２
２
１
２
３
２
３
（
代
）

、
恥
犯
Ａ
Ｍ
〜
伯
岬
釦
Ｐ
Ｍ

鮪
・
鍋

園
神
戸
市
中
央
区
二
宮
町
３
丁
目
旧
ｌ
帽

カ
ラ
オ
ケ
・
ピ
ア
ノ
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

く
だ
さ
い
。

ま
す
。
料
理
は
ご
予
算
に
応
じ
て
ご
相
談

〈
右
よ
り
天
児
登
代
子
、
河
本
て
る
子
、
小
川
梢
、 ノ

「
花
銀
」
で
同
窓
会
を
な
さ
い
ま
せ
ん
か
。

創
立
六
十
周
年
を
迎
え
た
神
戸
山
手

砂
原
規
子
、
三
井
田
敏
子
（
敬
称
略
）

ＨＡＮＡＧＩＮ
、

神戸山手学園“友松会，，

■■Ｉ

》」
1１
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鱈1W縦順順”
風見鶏も回教寺院も、そして風車
も神戸にはふさわしい。風車の国オ
ランダは江戸時代の閉ざされた日本
に、西洋の学術･ 文物･ 情緒を伝えた
唯一の国である。私が設計を担当し
たこの風車はビルの壁に映像をうつ
すための映写室を内蔵した世界でも
珍らしい風車である。私が勤める( 株）
日展は神戸博でも多くのパビリオン
の展示を計画し、つくりあげた。
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Ｌ

、
現
代
生
活
の
な
か
に
生
き
る

ノ

伝
統
の
風
味
…
。

甲
南
漬
は
酒
ど
こ
ろ
灘
の
特
産
品
、
高
級
奈
良
漬
で
す
。

ご
贈
答
や
お
歳
暮
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

鐘
聯
瀞
．
鶴

ノ
ｌ

一・コ二ｑ .'藤
IＷｓ
ｄ

ｊ

ＰＦ

１．－

勺

吟農

一Ｉ

・甲南漬は食生活のアクセント
従来の召しあがり方以外に、たとえば、
サンドイッチで、というのはいかがです
か。甲南漬を現代生活にマッチした食事
のシャレたアクセントとしてご利用いた
だけます。ちょっとしたアイディアが食
生活を豊かに彩ります。

創業明治３年
甲南清 . 味酎白菱本舗

高嶋７曹類食品株式書社
本社神戸市束灘区御影塚町３丁目９番

電話代表（0 7 8 ）８４１－０５５１番
本店神戸市東灘区御影塚町４丁目４番８号

電話代表（0 7 8 ）８４１－１８２１番、

騨守一 一=,Ｍ

､ 痔

一・赴廼，巧・－－－－

＝斜．
！」

い
Ｉ
『
■
。
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､聖雲．

秋・誘われて
彰錦鯉DANClNG・／ PA唾:ニテLﾅﾝﾄ葬中

●

；'議
一や＝＝

２
Ｆ
…
デ
ザ
ィ
ン
ル
ー
ム
、
建
築
設
計
事
務
所
、
ア
ト
リ
エ
、
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
、
診
療
所
、
会
計
事
務
所
ｅ
ｔ
ｃ

Ｂ
Ｆ
・
１
Ｆ
…
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
、
パ
ブ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
、
美
容
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ｅ
ｔ
ｃ

息？
多

髪

ステージ☆お気峰にご兇学ドさい。
ジャス惑ダンス

！
Ｅ

『

ｰ

レンガの壁面とコン
クリート打放し仕上
げ。新しい感覚のビ
ルが、トアロードと
生田新道からすぐの
便利な場所に完成い
たしました。

入会金＝5 , 0 0 0 円
受講料＝月４回ｐ6 , 0 0 0 円

月８回》8 , 0 0 0円
月12回》10,000円
フリーコースト1 5 , 0 0 0 円

ジャズダンス

」
〈般計・監理〉江建築聯務所僑本庄宅投計ま

く施工〉株式会社あめりか屋

絢''１い合わせ>'獅滞兇鰯貿湯公,訓敢耐0781謝識

高木スタジオK ＯＢＥ

エアロビクス

三宮センター街西角フアミリアビル５Ｆ冠0 7 8 ( 3 3 1 ) 7 9 9 7
★申込受付はA M 1 1 : 0 0 ～P M 7 : 3 0 ｲ 年中無休》

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



レ
イ
ス
号
』
は
、
こ
の
ホ
テ
ル

の
前
の
マ
リ
ー
ナ
に
つ
な
が
れ

『
ロ
イ
ヤ
ル
グ
レ
イ
ス
ク
ラ
ブ
」

の
特
別
会
員
が
乗
船
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
シ
ル
バ
ー
エ
イ

ジ
の
た
め
の
熟
と
ぴ
あ
構
想
の

一
環
に
加
え
て
、
い
よ
い
よ
ロ

イ
ヤ
ル
グ
レ
イ
ス
ホ
テ
ル
の
出

航
で
す
」
と
意
欲
満
々
だ
。

☆
地
元
神
戸
で
初
の
個
展

の
び
の
び
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
展

「
行
動
で
は
前
衛
的
な
作
品
を

発
表
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
う

い
う
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
側
面
も

見
て
い
た
だ
け
れ
ば
…
…
。
旅

日
記
風
に
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分

で
描
き
ま
し
た
」
と
地
元
神
戸

鍵
》
識

ス
ケ
ッ
チ
展
を
催
し
た
渡
辺
苑

子
さ
ん
。
神
戸
高
校
か
ら
東
京

芸
大
を
卒
業
後
、
行
動
展
に
出

品
、
神
戸
女
学
院
の
教
師
を
経

て
初
年
か
ら
３
年
間
ロ
ン
ド
ン

・
パ
リ
へ
遊
学
し
た
。
今
回
は

パ
ス
テ
ル
と
水
彩
で
そ
の
心
象

風
景
釦
点
が
、
出
品
さ
れ
た
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
ま
と
め
ら
れ
た

と
い
う
だ
け
あ
っ
て
ム
ー
ド
の

あ
る
風
景
画
だ
。
渡
辺
さ
ん
自

身
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
放
浪
話
も

な
か
な
か
ユ
ニ
ー
ク
だ
が
、
こ

こ
し
ば
ら
く
は
地
元
神
戸
で
腰

を
据
え
て
描
く
と
の
こ
と
。
ア

ト
リ
エ
六
甲
主
宰
。

☆
ム
ッ
シ
ュ
小
島
輝
正
が
粋
に

た
そ
が
れ
リ
サ
イ
タ
ル

作
家
の
島
京
子
さ
ん
た
ち
が

お
仲
間
の
小
島
輝
正
教
授
（
松

蔭
女
子
学
院
大
学
）
の
、
神
戸

大
学
退
官
を
お
祝
い
し
て
、
「
小

島
輝
正
た
そ
が
れ
リ
サ
イ
タ

ル
」
を
、
旭
月
２
日
元
町
風
月

堂
ホ
ー
ル
で
午
後
６
時
よ
り
開

く
こ
と
に
な
っ
た
。
お
得
意
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
中
心
に
、
ピ
ア

ノ
の
中
田
実
郎
さ
ん
の
バ
ッ
ク

で
美
声
を
き
か
せ
、
曲
の
間
に
、

会
場
に
参
加
し
た
小
島
フ
ァ
ン

と
の
対
談
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

入
り
、
小
島
輝
正
解
体
論
を
し

よ
う
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

蕊
鋒

う
か
も
き
め
て
い
な
い
ん
だ
け

ど
…
」
と
、
照
れ
ぎ
み
な
が
ら

マ
ン
ザ
ラ
で
も
な
さ
そ
う
。
当

日
券
一
九
○
○
円
水
割
一
杯
つ

き
。
赤
字
覚
悟
な
の
で
差
入
れ

大
歓
迎
と
は
事
務
局
の
弁
。

☆
大
肝
で
さ
り
げ
な
く
…
…

ト
ホ
ー
ル
で
の
音
場
の
た
め
の

好
み
の
理
論
」
は
コ
ン
サ
ー
ト

を
聴
く
時
ど
こ
に
い
て
も
ベ
ス

ト
の
音
が
聴
け
る
ホ
ー
ル
を
実

蕊
一
難

ワ
シ
ン
ト
ン
州
と
兵
庫
県
が
姉

妹
提
携
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら

安
藤
さ
ん
が
米
国
で
そ
の
理
論

の
講
義
を
し
た
と
こ
ろ
「
こ
の

理
論
ど
お
り
の
設
計
で
ホ
ー
ル

づ
く
り
を
し
た
い
」
と
の
申
し

入
れ
が
あ
り
、
今
秋
よ
う
や
く

図
面
が
完
成
し
た
と
い
う
。
来

春
の
完
成
が
楽
し
み
だ
。

★
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
に
「
ロ
イ
ヤ

ル
・
グ
レ
イ
ス
ホ
テ
ル
」
出
航

貝
原
兵
庫
県
副
知
事
か
ら

「
淡
路
に
は
、
ま
だ
い
い
ホ
テ

ル
が
少
い
し
、
架
橋
問
題
も
あ

る
の
で
、
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
の
ホ

テ
ル
を
建
て
て
下
さ
い
」
と
、
激

励
さ
れ
た
南
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

繍
尋
螺

ホ
テ
ル
（
５
階
建
・
訂
室
、
弱

年
８
月
オ
ー
プ
ン
）
」
の
起
工

式
が
、
９
月
過
日
、
洲
本
市
の

淡
路
島
サ
ン
ト
ピ
ア
マ
リ
ー
ナ

で
行
な
わ
れ
た
。

南
春
人
専
務
は
「
モ
ナ
コ
公

国
の
グ
レ
ー
ス
王
妃
か
ら
譲
り

う
け
た
豪
華
ク
レ
ー
ザ
ー
『
グ

。"℃ｅ
Ｂ歴a ｋ

１
１１７
１

「
パ
ド
ー
ル
」
登
場

シ
ュ
ー
ズ
メ
ー
カ
ー
の
カ
ワ

ノ
株
式
会
社
（
河
野
忠
博
社
長
）

は
今
秋
か
ら
新
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｐ

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
」
（
パ
ド
ー
ル
）

を
積
極
的
に
展
開
中
だ
。
こ
れ

は
記
歳
か
ら
妬
歳
の
キ
ャ
リ
ア

ー
ウ
ー
マ
ン
を
対
象
に
し
た
商

品
で
、
「
大
肝
で
さ
り
げ
な
く
」

を
テ
ー
マ
に
、
素
材
に
は
ヘ
ビ

を
使
用
し
て
い
る
。

》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
吟

を
始
め
て
い
ま
す
。
女
性
の
真

の
美
し
さ
、
粋
さ
、
素
朴
さ
の

息
吹
き
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で

す
」
と
い
う
の
が
河
野
社
長
の

弁
。
パ
ド
ー
ル
展
開
の
背
景
に

は
、
「
我
々
は
モ
ノ
の
製
造
・
販

売
を
す
る
の
で
は
な
い
。
マ
イ

ン
ド
を
製
造
し
販
売
す
る
」
と

い
う
同
社
長
の
哲
学
が
伺
え
、

〃
心
の
販
売
″
を
パ
ド
ー
ル
の

名
で
実
践
し
て
い
る
と
い
え
よ

☆
ワ
シ
ン
ト
ン
セ
ン
タ
ー
に

来
春
、
素
晴
ら
し
い
音
色
が

昨
年
度
、
井
植
文
化
賞
科
学

技
術
部
門
を
受
賞
し
た
安
藤
四

一
神
戸
大
学
助
教
授
が
設
計
し

た
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
、
来

春
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン

州
オ
リ
ン
ピ
ア
市
の
劇
場
ワ
シ

ン
ト
ン
セ
ン
タ
ー
に
完
成
す
る

安
藤
さ
ん
の
研
究
ヨ
ン
サ
ー
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鍵判

幸
二
酎
一

動
物
園
で
、
女
性
用
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
が
必
要
と
な
っ
た
が
、
さ

て
、
誰
が
買
い
に
行
く
か
が
問
題
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
サ
イ
ズ
、

伸
縮
度
、
強
度
、
色
調
等
々
を
念
入
に
見
て
こ
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
だ
。

「
い
や
、
娘
に
頼
ま
れ
ま
し
て
ん
／
」

い
く
ら
な
ん
で
も
照
臭
く
て
、
そ
う
は
い
か
な
い
。
そ
れ
な
ら
、

こ
ち
ら
の
事
情
を
話
し
て
サ
ン
プ
ル
を
持
っ
て
き
て
貰
っ
て
は
と

も
…
…
。
結
局
は
女
性
職
員
と
飼
育
員
と
で
ス
ト
ア
ー
に
出
向
き
、

あ
れ
や
こ
れ
や
と
買
っ
て
き
た
の
が
五
メ
ー
カ
ー
の
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
で
あ
っ
た
。
片
足
ず
つ
、
つ
ま
り
筒
状
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
が
必

要
な
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
我
々
人
間
が
頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
か
ぶ
る
ん
じ
や
あ

り
ま
せ
ん
ぞ
／
、

こ
れ
を
、
中
国
へ
送
る
た
め
の
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
に
か
ぶ
せ
、
果
し

て
空
輸
に
耐
え
る
強
度
が
あ
る
か
ど
う
か
。
い
や
ま
た
、
包
ん
だ

烏
に
対
し
て
の
圧
迫
度
は
ど
う
か
。
適
度
な
伸
縮
が
あ
る
方
が
疲

労
度
が
軽
減
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
身
体
を
く
ね
ら
せ
る
烏
に
対
し
て

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
ね
じ
れ
に
対
す
る
強
さ
は
ど
う
か
等
々
、
別
段

力
学
的
な
検
査
ま
で
に
は
及
ば
な
か
っ
た
が
、
隔
離
中
の
フ
ラ
ミ

ン
ゴ
に
何
度
も
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
装
着
し
て
、
そ
の
何
等
か
の
答

え
は
掴
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
、
あ
く
ま
で
も
美

人
女
性
の
肢
体
に
対
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ぞ
／
、
念
の
た

め
に
…
）

〔
天
津
市
へ
友
好
空
輸
作
戦
〕

上
、
ぎ
ゅ
う
と
押
さ
え
つ
け
、
長
い
肢
を
ち
ょ
う
ど
坐
ら
せ
た
格

好
に
し
た
あ
と
、
後
ろ
か
ら
、
用
意
し
て
い
た
、
例
の
パ
ン
テ
ィ

、
●
●
●

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
履
か
せ
る
。
い
や
か
ぶ
せ
る
作
業
を
始
め
た
。

頭
か
ら
か
ぶ
せ
る
方
が
、
羽
が
逆
毛
の
状
態
に
な
ら
ず
に
ス
ム

ー
ズ
で
は
な
い
か
と
、
お
思
い
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
坐
っ
た
状
態

の
肢
が
逆
に
前
向
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
鈴
木
、

吉
竹
両
飼
育
員
の
試
行
錯
誤
の
手
法
で
あ
る
。
途
中
に
肢
の
シ
メ

が
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
引
裂
く
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
ス
ト

ッ
キ
ン
グ
輸
送
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
何
し
ろ
、

キ
チ
ン
と
〃
正
座
″
の
ま
ま
十
時
間
位
は
じ
っ
と
し
て
い
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
鳥
た
ち
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
な
我
慢

を
さ
せ
ら
れ
る
訳
だ
。
さ
ら
に
ま
た
頭
を
だ
さ
せ
、
軽
く
結
ぶ
の

に
も
熟
練
が
必
要
だ
。

昭
和
五
十
一
年
か
ら
天
津
市
と
友
好
の
動
物
交
換
を
続
け
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
に
神
戸
か
ら
は
キ
リ
ン
、
カ
バ
、
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
、
イ
ン
コ
な
ど
十
九
頭
（
羽
）
を
贈
っ
て
い
る
が
、
今
回
は
カ

ン
ガ
ル
ー
四
頭
（
二
番
）
チ
リ
ー
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
十
羽
（
五
番
）
を
贈

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
チ
リ
ー
、
ベ
ニ
イ
ロ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

レ
ッ
サ
ー
の
各
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
百
数
十
羽
の
中
か
ら
、
チ
リ
ー
フ
ラ

ミ
ン
ゴ
十
羽
を
選
び
、
早
く
か
ら
、
性
別
チ
ェ
ッ
ク
や
検
疫
、
そ

し
て
輸
送
方
法
の
検
討
を
く
り
返
し
て
い
た
。

鈴
木
・
吉
竹
両
飼
育
員
が
空
輸
の
た
め
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
に
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
か
ぶ
せ
て
い
る
。

駕輝蕊蕊織溌蕊

~ 斑

I醤1騨蕊

昭
和
五
十
八
年
九
月
十
九
日
、
朝
八
時
、
予
定
さ
れ
て
い
た
フ

ラ
ミ
ン
ゴ
を
担
当
の
鈴
木
、
吉
竹
飼
育
員
、
そ
し
て
中
国
へ
出
向

す
る
安
福
守
飼
育
員
の
手
で
、
一
羽
ず
つ
性
別
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

議鴛雷i:|蕊１１篭

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



識
鋳
識
議
識
識
譲
鯉

〔
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
輸
送
の
ル
ー
ツ
〕

昭
和
二
十
六
年
、
動
物
園
開
園
当
時
は
各
種
の
動
物
が
輸
入
さ

れ
た
が
、
動
物
の
空
輸
な
ど
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
全
て
が
海

上
輸
送
で
あ
る
た
め
、
到
着
ま
で
に
一
カ
月
以
上
は
デ
ッ
キ
上
で

の
飼
育
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
餌
と
水
と
脱
糞
の

こ
と
、
さ
ら
に
は
、
箱
内
で
の
興
恋
に
よ
る
骨
折
や
、
闘
争
事
故

も
多
い
。
風
雨
や
気
温
対
策
も
絶
対
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
中
で
最

も
多
発
し
て
い
た
の
が
外
傷
や
興
奮
に
よ
る
衰
弱
死
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
輸
送
便
が
度
重
な
る
都
度
、
濫
の
内
部
に
ク
ッ
シ
ョ

ン
の
内
張
り
が
な
さ
れ
、
床
に
肢
の
滑
り
止
め
の
工
夫
が
見
ら
れ
、

一
個
体
輸
送
の
間
仕
切
濫
と
な
っ
て
き
た
。

輸
入
時
に
検
疫
が
必
要
な
も
の
は
一
旦
動
物
検
疫
所
内
で
の
飼

育
期
間
を
過
ご
す
が
、
当
時
大
型
輸
送
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
こ

と
が
多
く
、
一
度
に
大
量
の
鳥
獣
を
受
け
入
れ
る
場
所
的
な
問
題

と
、
一
時
的
で
あ
れ
発
足
当
時
の
動
物
園
と
し
て
は
、
展
示
が
で
き

る
。
い
や
、
何
よ
り
も
国
際
港
を
持
つ
神
戸
だ
。
他
園
よ
り
は
早

駕篭蕊ii鰯鰯

鍾

１
１２０
１

八
上
Ｖ
右
よ
り
鈴
木
飼
育
員
、
福

岡
園
長
、
中
国
へ
出
向
し
た
安
福

飼
育
員
、
吉
竹
飼
育
員
。

八
下
Ｖ
中
国
へ
遮
る
動
物
に
筆
者

も
バ
ン
ザ
ー
イ
〃
．

く
、
多
く
の
動
物
の
飼
育
経
験
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た

当
時
の
園
長
は
じ
め
我
々
飼
育
員
は
、
極
力
新
着
動
物
の
一
時
受

入
れ
を
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
あ
の
紅
色
の
美
し
い
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
を

初
め
て
導
入
し
た
の
が
昭
和
三
十
八
年
二
月
二
十
三
日
だ
っ
た
。

見
れ
ば
五
羽
ず
つ
、
網
張
り
の
箱
濫
に
天
井
部
は
麻
布
張
り
で
、

飛
び
あ
が
っ
て
も
頭
を
痛
め
な
い
よ
う
に
し
て
あ
っ
た
が
、
ど
の

濫
も
が
五
’
六
羽
入
れ
て
あ
る
た
め
に
輸
送
死
が
数
多
く
で
て
い

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
次
便
で
は
、
個
体
別
の
仕
切
が
な
さ
れ
、

肢
の
滑
り
止
め
や
、
殆
ん
ど
開
放
形
の
換
気
濫
に
工
夫
さ
れ
て
以

来
長
期
輸
送
に
も
か
な
り
耐
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
で

も
鳥
類
の
長
期
輸
送
は
不
利
で
あ
り
、
次
第
に
空
輸
が
業
者
問
で

利
用
さ
れ
だ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
よ
り
軽
く
コ
ン
パ
ク
ト

な
方
法
が
一
便
ご
と
に
見
ら
れ
だ
し
、
受
け
入
れ
に
立
会
う
都
度
、

「
ウ
ー
ン
な
る
程
／
」
私
た
ち
は
多
い
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
た
の
だ

っ
た
。

〔
木
綿
の
米
袋
に
包
ん
だ
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
輸
送
〕

か
つ
て
、
そ
の
頃
の
輸
入
商
社
の
実
技
恥
１
は
ご
存
知
、
エ
キ

ス
ポ
ラ
ン
ド
（
万
博
）
へ
、
タ
イ
ゾ
ウ
十
六
頭
を
導
入
し
た
極
東

鳥
獣
貿
易
社
長
の
三
木
氏
だ
っ
た
。
空
輸
さ
れ
て
き
た
フ
ラ
ミ
ン

ゴ
を
見
て
、
私
た
ち
は
吃
ら
さ
れ
た
。
あ
の
木
綿
の
米
袋
に
一
羽
ず

つ
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
を
包
み
、
し
か
も
坐
ら
せ
た
ま
ま
、
軽
い
ベ
ニ
ヤ

箱
に
、
ま
る
で
荒
巻
サ
ケ
の
箱
詰
め
の
よ
う
に
し
て
あ
っ
た
の
だ
。

い
く
ら
空
輸
で
も
十
時
間
近
く
は
か
か
っ
て
お
り
、
放
さ
れ
た
烏

た
ち
は
肢
の
し
び
れ
で
よ
ろ
け
、
回
復
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
、
観

察
を
欠
か
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
し
て
や
ら
れ
た

の
が
、
ナ
イ
ロ
ン
製
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
輸
送
の
出
現
だ
／
、

戦
後
、
各
地
に
動
物
園
の
設
立
が
進
み
国
内
の
大
小
の
動
物
商

社
が
動
物
輸
入
を
競
い
、
そ
の
都
度
我
々
飼
育
者
の
元
へ
現
場
研

修
に
よ
く
来
て
い
た
。
そ
う
し
た
商
社
マ
ン
の
実
益
に
関
わ
る
努

力
は
、
我
々
の
実
技
を
す
ぐ
さ
ま
取
り
入
れ
、
例
え
ば
ゾ
ウ
の
鎖

の
か
け
方
や
、
ラ
ク
ダ
の
坐
ら
せ
方
等
々
初
歩
的
な
研
修
か
ら
始

ま
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
方
々
が
、
つ
い
に
は
ス
ト
ッ
キ
ン
グ

に
、
ダ
ン
ポ
ー
ル
箱
詰
め
輸
送
を
我
々
に
教
え
た
の
で
あ
る
。
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会社のご出張にぜひ一度お試しください。
･ 1 0 周年記念特別プレゼント

翁…／脅誘

の割引航空券あります。

この秋

中村敦夫の
あつなまメッセージ

熱し動生の語りを
聴こう〃

●

講演会
書下し国際‘情報小説

" チェンマイの首，，と
東南アジアの旅

ハ
ワ
イ
湖
￥
１
４
７
．
０
０
卦』

４ ■
■
一

●

時/ 1 1 月２日く水＞午後６時3 0 分始
所/ 県民会館９Ｆホール

宮０７８（3 2 1 ）２１３１（代）
チケット大人￥1 , 0 0 0

学生￥５００

園主催／お問合せ申込み

月刊神戸っ子／富0 7 8 ( 3 3 1 ) 2 2 4 6
中央区東町1 1 3 ノ１大神ピル７Ｆ

●
後援

月刊オール関西／サンテレビジョン／講談社
シネマガイド／Ｋ､ 1 . Ｃ､ Ｓ，

神戸青年会議所／ジュンク堂

ニューカレドニア､ アメリカ､ ヨーロッパ方面

電話０７８（2 4 2 ）２６９５番( 代表）
ＴＥＬＥＸＴＯＰＮＯＴＣＨＪ２８６９４

ニューカレドニア､ アメリカ､ ヨーロッパ方面
の割引航空券あります。
会社のご出張にぜひ一度お試しください。
・1 0 周年記念特別プレゼント

… ／塚一
鍾○鯛回亜剛＞

蕊卜型ゴコチ当玖デ
〒6 5 1 神戸市中央区琴緒町５丁目３－５

グリーンシャポ－２階
電話０７８（2 4 2 ）２６９５番( 代表）
ＴＥＬＥＸＴＯＰＮＯＴＣＨＪ２８６９４

葱｡ P 閥ｏｒ恒剛＞

蕊卜型ら万ｺ ﾁ 当玖菖デ
〒6 5 1 神戸市中央区琴緒町５丁目３－５121

グリーンシャポ－２階

号
’
１
‐
１
川
「
’
阜
一

日

香
港
湖
￥
８
３
、
Ｃ
ｏ
ｏ
卦

３日

ハ
ワ
イ
齢
￥
１
４
７
、
Ｃ
ｏ
ｏ

４

より

日

香
港
湖
￥
８
３
ｄ
ｏ
ｏ
卦』

３
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有馬の歴史を語り続ける｢ いで温の宿」

☆
有
馬
大
茶
会

有
馬
温
泉
に
縁
の
深
い
人
に
豊
臣
秀
吉
が
い

る
が
、
記
録
に
よ
る
と
天
正
十
三
年
（
一
五
八

五
）
、
有
馬
に
お
い
て
最
初
の
茶
会
が
開
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
偲
ん
で
毎
年
十
一
月
一
一
、
三

両
日
に
大
茶
会
が
催
さ
れ
る
。

二
日
午
前
十
時
か
ら
善
福
寺
で
、
裏
千
家
家

元
御
奉
仕
が
、
ま
た
、
三
日
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
は
、
有
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、
古

泉
閣
、
念
仏
寺
で
、
裏
千
家
同
門
会
各
地
区
な

ど
の
御
奉
仕
が
あ
り
、
瑞
宝
寺
跡
公
園
で
は
野

点
が
行
わ
れ
る
。

表
・
裏
両
千
家
の
宗
匠
が
毎
年
交
互
に
（
今

年
は
裏
）
、
自
ら
の
お
点
前
で
た
て
た
茶
が
秀

四
季
の
移
る
い
と
と
も
に
、
有
馬
温
泉
の
表

情
は
い
ろ
い
ろ
と
変
わ
る
。
そ
れ
は
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
有
馬
温
泉
な
ら
で
は
の
趣
き
だ

が
、
自
然
の
美
し
さ
に
プ
ラ
ス
し
て
、
そ
の
と

き
ど
き
に
行
わ
れ
る
催
事
が
、
有
馬
の
魅
力
を

さ
ら
に
引
き
立
て
て
い
る
。

今
月
は
、
文
字
通
り
に
有
馬
温
泉
の
歳
時
記

を
紹
介
し
よ
う
。

｡ＷNﾙ§PA。

湯の町
有馬歳時記

雅ただようくつろぎの館

中の鉢謝減
ＴＥＬ(078)904-:0781

が
、
内
容
に
つ
い
て
は
目
下
詰
め
の
段
階
。

☆
入
初
式

明
け
て
正
月
二
日
に
行
わ
れ
る
の
が
「
入
初

（
い
り
ぞ
め
）
式
」
。
こ
れ
も
有
馬
温
泉
に
縁

の
深
い
行
基
。
仁
西
両
上
人
の
恩
徳
を
偲
ん
で

吉
の
霊
位
に
供
え
ら
れ
る
。

☆
有
馬
温
泉
大
学

第
四
回
目
の
今
年
は
、
第
一
回
同
様
に
男
性

を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
。
日
時
は
、
十
一
月

二
十
日
（
日
）
午
前
十
時
か
ら
の
予
定
。
場
所

は
未
定
。
受
講
生
は
一
般
か
ら
百
人
を
公
募
。

会
費
は
五
千
円
。

予
定
で
は
〃
遊
び
″
や
〃
粋
″
に
つ
い
て
の

講
演
（
講
師
は
未
定
）
で
始
ま
り
、
あ
と
、
調
理

士
に
よ
る
料
理
の
話
、
宴
会
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
に
よ
る
宴
会
を
う
ま
く
仕
切
る
ハ
ウ
ツ
ー
な

ど
の
〃
教
養
講
座
″
が
あ
り
、
次
に
、
芸
妓
さ

ん
の
指
導
で
、
お
座
敷
遊
び
の
講
習
。
温
泉
を

身
近
か
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る｢ 入初式」の行列が出発する温泉寺

別館楽山 １
１２２
１

銀 水荘

TEL(078)904-0701㈹ ＴＥＬ(078)904-0181

敷地内から湧きでる
日本最古の温賎"有馬温泉’’

阪急ホテルチェーン

有馬' 三三ユーホデル
ＴＥＬ<078)904-2295㈹

●
温泉と枇芸と遊技場

有馬' ヘルスセン乎一
ＴＥＬ(078)904-2291

欽山は典雅な
日本風の館です

国際観光旅館

●飲山火薬
ＴＥＬ(078)904-0622

別館
ＴＥＬ(078) 9 0 4 - 3 6 5 6

会議ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づ和まで
蒲射ﾗ: ,隠赫ｼレ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



古家風
ＴＥＬ(078)904-0731

TEL(078)903-1.024

木遣りの績醗勘所坊
ＴＥＬ(078)904-0551

●そぞろ歩きの有馬●
行
わ
れ
る
。

入
初
式
の
特
色
の
一
つ
は
、
神
式
・
仏
式
の

両
方
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
だ
。

お
お
あ
な
む
ら
の
み
こ
と

温
泉
神
社
の
大
己
貴
命
（
有
馬
温
泉
の
発

見
者
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
の
御
神
体
と
、
温
泉

寺
に
伝
わ
る
行
基
。
仁
西
の
像
を
御
輿
に
乗
せ
、

神
官
、
僧
侶
、
旅
館
主
、
芸
妓
さ
ん
の
扮
す
る

湯
女
な
ど
総
勢
百
五
十
名
が
行
列
を
組
む
。

行
列
は
午
前
十
時
に
温
泉
寺
を
出
発
す
る
。

式
は
有
馬
小
学
校
の
文
化
講
堂
で
と
り
行
わ
れ

る
が
、
初
湯
を
も
ん
で
適
温
に
さ
ま
す
湯
も
み

行
事
で
始
ま
る
。

毎
年
、
宿
泊
客
ら
四
’
五
百
人
が
参
列
を
し

厳
そ
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
新
し
い
年
の
幸

を
祈
っ
て
行
わ
れ
る
有
馬
温
泉
で
最
も
古
い
行

事
で
あ
る
。

☆
あ
り
ま
の
カ
ー
ニ
バ
ル

正
月
か
ら
一
足
飛
び
に
今
度
は
夏
の
カ
ー
ニ

バ
ル
。
先
の
有
馬
温
泉
大
学
同
様
、
観
光
協
会

青
年
部
（
増
田
晴
信
リ
ー
ダ
ー
）
が
始
め
た
「
あ紅葉の美しい

瑞
宝
寺
は
慶
長
九
年
（
一
六
○
四
）
に

大
黒
屋
宗
雪
が
開
い
た
瑞
宝
庵
に
そ
の
端

を
発
す
る
が
、
そ
の
孫
の
三
七
郎
が
宇
治

黄
蕊
山
万
福
寺
に
帰
依
し
、
寛
文
十
三
年

園
（
一
六
七
三
）
に
こ
の
地
に
帰
山
し
、
瑞

公
宝
寺
の
開
祖
と
な
っ
た
。

捌
治
毒
得
幅
藤
崎
蛎
轟
》
織
鐸
》
修
殿

椿
岬
紀
韓
癖
津
識
嘩
誇
醗
華
梱
垂
眺
地
元

一
名
、
「
日
暮
し
の
庭
」
「
錦
繍
谷
」
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
紅
葉
が
す
ば
ら
し
い
。

毎
年
十
一
月
三
日
に
は
、
大
茶
会
が
開

か
れ
て
い
る
。

以
上
は
、
い
ず
れ
も
有
馬
温
泉
の
代
表
的
な

催
事
で
あ
り
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
あ
る
行

事
と
、
こ
こ
数
年
の
間
に
定
着
し
た
若
々
し
い

行
事
と
が
う
ま
く
と
け
合
っ
て
、
伝
統
プ
ラ
ス

若
い
感
覚
の
あ
る
温
泉
町
・
有
馬
の
性
格
を
形

づ
く
っ
て
い
る
。

も
ち
論
、
本
来
の
有
馬
の
よ
さ
は
、
普
段
の

何
気
な
い
た
た
ず
ま
い
に
あ
る
の
だ
が
。

夏
の
締
め
く
く
り
は
、
お
盆
に
行
わ
れ
る
納

涼
盆
踊
り
。
有
馬
小
学
校
で
開
か
れ
る
。

こ
れ
が
終
る
と
有
馬
温
泉
も
、
紅
葉
の
美
し

い
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

り
ま
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」
。
毎
年
八
月
上
旬
の
夜

に
開
か
れ
る
。

今
年
の
場
合
は
八
月
三
、
四
、
五
の
三
日
間

だ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
に
も
毎
年
新
味
が
加
え

ら
れ
、
地
元
の
人
た
ち
と
宿
泊
客
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹

UＰ

自然の恵みを
湯けむりに伝える

１
１２３
１

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり
味に集う

結婚式場を完備しています

態伝統と格式を誇．
纂斎
1 劃陽闇

旅は出会い
ほのぼの心を添えて
政府登録く登旅第７８号〉

．月光園
神戸市北区有馬町3 1 8
ＴＥＬ(078)904-0366

政府強録国際肌光旅館
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ロ
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
〈
耐
㈱
大
谷
徳
風
社
〉
を
た
ず
ね
て

何
Ｗ
よ
り
も

〃
ま
ご
こ
ろ
〃
を
大
切
に

大
谷
晃
世
さ
ん
〈
㈱
大
谷
徳
風
社
・
代
表
取
締
役
〉

燕
鶴
溌
騨
雛
鱗
雑
蕊
蕊
識
騨
騨
綴
擬
＃
●
・
’
噌
錨
蝉
舗

何

１
１２４
１

葬
儀
は
、
人
生
の
最
終
を
飾
る
大
切
な
儀
式
で
す
。
妬
年
に
わ

た
っ
て
、
葬
祭
専
門
業
者
と
し
て
、
こ
の
荘
厳
な
儀
式
を
取
り
仕

切
っ
て
こ
ら
れ
た
の
が
、
㈱
大
谷
徳
風
社
。
同
社
の
社
長
と
し
て

多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
大
谷
晃
世
さ
ん
に
お
話
を
お
伺

い
し
ま
し
た
。

ｌ
大
谷
徳
風
社
さ
ん
は
、
創
業
“
年
に
旗
ら
れ
る
の
で
す
ね
．

大
谷
え
え
、
そ
う
で
す
。
私
で
３
代
目
に
な
り
ま
す
。
２
代
目

と
い
う
の
は
実
は
私
の
主
人
で
、
主
人
の
父
で
あ
る
先
代
が
、
大

正
時
代
に
始
め
た
ん
で
す
。
今
年
、
主
人
が
亡
く
な
り
ま
し
て
か

ら
、
私
が
代
表
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

ｌ
大
谷
徳
風
社
と
い
う
名
健
創
業
以
来
な
の
で
す
か
。

大
谷
い
い
え
。
初
代
の
頃
は
〃
花
宗
″
と
い
う
名
前
で
し
た
け

れ
ど
、
私
た
ち
が
あ
と
を
継
い
だ
時
に
、
今
の
社
名
を
つ
け
た
ん

議

で
す
。
特
別
な
意
味
は
な
い
の
で
す
が
、
真
心
を
こ
め
て
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
を
御
お
く
り
し
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
を
社
名
に
表

わ
し
て
み
た
ん
で
す
。
以
前
、
主
人
と
須
磨
寺
に
行
き
ま
し
た
と

き
に
〃
徳
風
地
蔵
″
と
い
う
の
を
見
つ
け
た
の
で
す
が
、
同
じ
名

前
だ
か
ら
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
す
ご
く
感
銘
い
た
し

ま
し
た
。

ｌ
お
葬
式
と
い
う
の
健
急
に
必
要
と
な
る
の
で
、
準
備
す
る

方
も
大
変
で
す
ね
。

大
谷
え
え
。
い
つ
も
は
、
よ
そ
様
の
お
葬
式
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
、
主
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
と
き
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
わ
か
ら
な
い
ぐ
ら
い
で
し
た
か
ら
、
一

般
の
方
に
と
っ
て
は
、
さ
ぞ
か
し
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。
時
間

を
か
け
て
準
備
す
る
の
で
は
な
く
て
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
、
完

壁
に
段
取
り
を
つ
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
ほ
ん
の
小
さ
な

ミ
ス
も
な
い
よ
う
に
心
を
配
っ
て
お
り
ま
す
。

ｌ
お
葬
式
も
時
代
や
地
方
で
随
分
違
う
も
の
で
す
ね
．

大
谷
昔
は
霊
枢
車
の
代
わ
り
に
、
荷
車
に
つ
ん
で
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
地
方
に
よ
っ
て
は
、
バ
ス
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
神
戸
で
は
、
白
木
と
黒
の
２
種
類
の
霊
枢
車
が
ご
ざ

い
ま
す
。
昔
に
比
べ
る
と
、
施
行
の
仕
方
が
ス
マ
ー
ト
に
な
っ
て

ま
す
ね
。
葬
具
、
供
花
等
の
飾
り
つ
け
は
一
つ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

と
言
え
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。
ま
た
、
大
切
な
の
は
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
や
飾
り
つ
け
な
ど
を
考
え
て
さ

し
あ
げ
る
こ
と
で
す
ね
。

｢ まごころを大切に」とる大谷晃世さん

聯鴬
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っ
て
お
り
、
常
に
、
社
員
一
人
一
人
に
そ
の
こ
と
を
申
し
て
お
り

ま
す
。
以
前
、
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
身
寄
り
の
な

い
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
、
た
ま
た
ま
同
じ
病
院
に
入
院
さ

れ
て
い
た
方
が
み
な
さ
ん
お
線
香
を
あ
げ
て
お
ら
れ
た
ん
で
す

ね
。
そ
の
と
き
に
、
あ
あ
、
こ
う
い
う
方
を
手
厚
く
送
っ
て
さ
し

あ
げ
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
仕
事
で
あ
り
、
真
心
の
こ
も
っ
た
ご

奉
仕
だ
と
、
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

‐
ｌ
ｌ
大
谷
さ
ん
は
、
こ
の
業
界
で
は
珍
し
く
女
性
の
社
長
さ
ん
な

の
で
す
が
、
女
性
と
し
て
特
に
気
を
配
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
ご

ざ
い
ま
す
か
。

大
谷
私
自
身
は
意
識
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
傍
で
見
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
る
ら
し
く
て
、
「
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
を
配
っ
て
い

た
だ
い
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て

１
１
大
変
な
お
仕
事
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
苦
労
も
お
あ
り
で

し
ょ
う
ね
。

大
谷
そ
う
な
ん
で
す
が
。
ご
家
族
の
方
に
、
「
こ
う
い
う
こ
と

は
、
二
度
と
あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
け
れ
ど
、
も
し
何
か
あ

あ
れ
ば
、
ま
た
大
谷
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
言
っ
て
い
た

だ
く
の
が
一
番
の
励
ま
し
に
な
り
ま
す
ね
。
た
っ
た
１
日
や
２
日

の
お
つ
き
あ
い
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ｌ
大
谷
徳
風
社
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業
な
ど
の
指
定
を
受

け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

大
谷
は
い
。
私
ど
も
は
、
通
商
産
業
省
認
可
全
葬
連
（
全
日
本

葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会
神
戸
葬
祭
事
業
協
同
組
合
）
に
加
盟
し

て
お
り
、
常
に
研
究
会
な
ど
で
研
修
や
情
報
交
換
な
ど
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
神
戸
医
師
協
同
組
合
、
日
本
ケ

ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
工
業
組
合
、
兵
庫
県
ゴ
ム
製
品
協
同
組
合
や
、

神
戸
の
ア
パ
レ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
、
Ｋ
・
Ｆ
ｏ
Ａ
（
神

戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
の
ご
指
定
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

‐
１
１
大
谷
徳
風
社
さ
ん
は
常
に
「
真
心
の
こ
も
っ
た
ご
葬
儀
で
、

奉
仕
し
ま
す
」
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
〃
真
心
″

や
〃
心
″
と
い
う
こ
と
を
随
分
大
切
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

大
谷
私
一
人
が
、
い
く
ら
〃
真
心
・
真
心
″
と
言
い
ま
し
て
も

先
様
に
伝
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
社
員
一
人
一

人
の
真
心
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
本
当
の
ご
奉
仕
が
で
き
る
と
思

て
お
り
ま
す
。

１
１
今
年
、
私
ど
も
の
母
が
喪
く
な
り
ま
し
た
時
に
、
兵
庫
の
能

福
寺
さ
ん
で
葬
儀
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
大
谷
さ
ん
を
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
の
が
、
〃
神
戸
っ
子
″
と
の
ご
縁
な
の
で
す
が
、
と

て
も
さ
わ
や
か
な
い
い
お
葬
式
だ
っ
た
と
い
う
皆
さ
ん
か
ら
の
声

が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
節
は
、
ほ
ん
と
う
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

八
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
小
泉
美
喜
子
Ｖ

【尋

割
〃
１
侭
争
弥
闇
群
‐
１
割
毒
〆
秀

＝＝ 凸型＝■凸凹

く
だ
さ
る
方
も
ご
ざ
い
ま
す
。
自
己
Ｐ
Ｒ
っ

ぽ
く
な
り
ま
し
た
が
（
笑
）
、
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
ね
。

社
ｌ
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
ご
抱
負
を
お
聞

準
か
せ
く
だ
さ
い
。

風麺
大
谷
そ
う
で
す
ね
。
や
は
り
、
さ
き
ほ
ど

大
か
ら
話
に
出
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
真
心
こ

そ
、
す
べ
て
…
…
の
社
訓
を
も
っ
て
喪
く
な

ら
れ
た
方
を
お
く
ら
れ
る
遺
族
の
方
に
、
心

か
ら
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

□
㈱
大
谷
徳
風
社

神
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